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湖水まつり



110 箱根町　第3次都市計画マスタープラン

第6章のポイント

　本章では、「箱根町第6次総合計画」策定の基礎資料である町民アンケートと延べ13回実施された地域
別まちづくりワークショップでの町民の都市づくりへのおもいをまとめています。

第6章インデックス

1 町民のおもい
P111

110 箱根町　第3次都市計画マスタープラン

2 地域別まちづくりワークショップ
提言事項 P117

箱根神社の安産杉
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No. 選択項目 回答数 割合

1 住み続けたい 223   48.4%

2 町外に移りたい 131   28.4%

3 町内の他地域に移りたい   11     2.4%

4 わからない   93   20.2%

無回答     3     0.7%

全体 461 100.0%

1 町民のおもい

町民アンケートにおける箱根町へのおもい
　本町では、平成27年1月に「箱根町第6次総合計画」策定の基礎資料とするために、町民1,500人を対象
にしたアンケート調査を実施しました。調査事項は、今後の町政に生かすために、まちづくりの各分野に
おいて質問を設定し、町施策への満足度・重要度や優先的に行う施策などのご意見をお聞きしました。
　以下は、町民の定住意向と今後の施策の優先度について抜粋したものです。

基礎分析
　「住み続けたい」が48.4％と最も多く、次いで「町外に移りたい」が28.4％と続いています。
　また、「住み続けたい」理由としては、「緑やきれいな空気など良好な自然環境があるから」が78.5％と
最も多くなっています。

1 定住意向

問1　あなたは、今後も現在の場所に住み続けたいですか。

姥子石仏群

早川堤
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クロス分析*1

　年齢別にみると、「住み続けたい」は、70代で最も高く、10代で最も低くなっており、子育て世代である
20代から40代は40％以下と10代以外のほかの世代と比べ低くなっています。

70代
（N=51）

60代
（N=132）

50代
（N=93）

40代
（N=65）

30代
（N=69）

20代
（N=38）

10代
（N=4）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

78.4% 15.7% 3.9% 2.0%

56.8% 20.5% 0.7% 21.2% 0.8%

49.5% 28.0% 1.1% 21.5%

36.9% 38.5% 4.6% 20.0%

31.9% 39.1% 2.9% 26.1%

36.8% 34.2% 5.3% 23.7%

75.0% 25.0%

住み続けたい 町外に移りたい 町内の他地域に移りたい わからない 無回答

　地域別にみると、「住み続けたい」は、箱根地域でやや高くなっています。

箱根地域
（N=53）

仙石原地域
（N=147）

宮城野地域
（N=97）

温泉地域
（N=46）

湯本地域
（N=105）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

60.4% 22.6% 3.8% 13.2%

46.9% 29.9% 2.7% 20.4%

48.5% 32.0% 2.1% 16.5%

43.5% 30.4% 26.1%

46.7% 26.7% 2.9% 22.9%

住み続けたい 町外に移りたい 町内の他地域に移りたい わからない 無回答

1.0%

1.0%

基礎分析
　「町外に移りたい」と回答した28.4％（131人）の方に理由を聞いたところ、「日常の買い物が不便だから」
が80.9％と最も多く、次いで「町内の医療機関が十分でなく、通院が大変だから」が63.4％と続いており、
第3位に「交通渋滞」や「子どもの教育環境」が続いています。

付問2　問1で「②町外に移りたい」と答えた方に質問です。
町外に移りたい理由はなんですか。

*1 ‌�クロス分析…アンケート集計における、複数の項目を掛け合わせて集計し、データをさまざまな角度から分析すること。
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No. 選択項目 回答数 割合

1 子どもの教育環境が十分でないから   42   32.1%

2 働く場があまりないから   35   26.7%

3 日常の買い物が不便だから   106   80.9%

4 町内の医療機関が十分でなく、通院が大変だから   83   63.4%

5 町内に親しい仲間がいないから   20   15.3%

6 交通渋滞が多いから   43   32.8%

7 行政サービスに不満があるから   36   27.5%

8 その他   33   25.2%

無回答     0     0.0%

非該当 330

全体 131 100.0%

クロス分析
　年齢別にみると、どの世代でも「日常の買い物が不便だから」が最も多くなっており、次いで「町内の医
療機関が十分でなく、通院が大変だから」となっています。第3位は世代間で異なり、50代以上は「交通
渋滞が多い」、30～40代の子育て世代では「子どもの教育環境が十分でないから」となっています。20代
は「町内に親しい仲間がいないから」となっています。

2 分野別のまちづくりについての優先度

　「健康・福祉」、「子どもの教育・子育て支援」、「観光振興・産業育成」、「自然・環境・景観」、「生活基盤の
整備と安心・安全な生活環境整備」、「地域社会」の6つの政策分野を32の施策分野に分け、今後の施策の
優先度を聞きしました。

基礎分析
　優先度の高い施策は、健康・福祉関係では「高齢者福祉の充実」、「社会保障の充実」、「地域医療体制の
充実」、子どもの教育・子育て支援関係では「子育て支援の充実」、「学校教育の充実」、「子育てと仕事を両
立できる環境づくり」、生活基盤の整備などの関係では「道路の整備」、「交通機関の利便性の向上」、「防災
体制の充実」といった施策が特に高くなっています。
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各施策の総得点（優先度）

高齢者福祉の充実

0

地域医療体制の充実

子育て支援の充実

交通機関の利便性の向上

社会保障の充実

道路の整備

防災体制の充実

子育てと仕事を両立できる環境づくり

学校教育の充実

観光関連産業等の振興

雇用の機会の創造

自然環境の保全

美しい景観の保全と形成

消費生活の向上

障がい者福祉の充実

消防・救急体制の充実

情報通信基盤の整備

土地の有効利用と住宅環境の整備

交通安全・地域安全対策の充実

環境にやさしい地域づくり

産業人材育成

健康づくりと保健サービスの充実

上下水道の整備

地域福祉の推進

スポーツ・レクリエーションの振興

公園緑地の整備

住民自治の進展

青少年の健全育成

生涯学習の推進

地域文化の振興

河川・水路の整備

交流の推進

700100 200 300 400 500 600

605

589

429

416

404

377

366

336

300

267

249

194

192

189

152

146

138

86

83

79

76

74

61

60

59

56

52

44

39

38

37

14
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3 観光振興と町民の生活について

① 生かすべき地域資源
　「温泉」が最も多く、次いで「自然環境」が特に多くなっています。
　地域別にみると、どの地域でも「温泉」と「自然環境（富士山含む）」が多くなっていますが、宮城野地域
では「企業の研修や保養地」、仙石原地域では「歴史・文化資源」が他地域に比べ多くなっています。

② 町民と観光客への注力度
　「観光地としての魅力を高めることと、生活の場としての魅力を高めることを両立すべき」が80.5％と
圧倒的に多く、次いで「観光地としての魅力を高めることに集中すべき」が10.6％、「生活の場としての魅
力を高めることに集中すべき」が6.7％となっています。

No. 選択項目 回答数 割合

1 観光地としての魅力を高めることに集中すべき   49   10.6%

2 生活の場としての魅力を高めることに集中すべき   31     6.7%

3 観光地としての魅力を高めることと、生活の場としての魅
力を高めることを両立すべき 371   80.5%

無回答   10     2.2%

全体 461 100.0%

　地域別では、箱根地域と仙石原地域で「観光地としての魅力を高めることに集中すべき」がやや高く、
仙石原地域では「生活の場としての魅力を高めることに集中すべき」も他の地域より高くなっています。

箱根地域
（N=53）

仙石原地域
（N=147）

宮城野地域
（N=97）

温泉地域
（N=46）

湯本地域
（N=105）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

15.1% 3.8% 77.4%

16.3% 10.2% 73.5%

4.1% 4.1% 90.7%

4.3% 6.5% 87.0%

9.5% 3.8% 81.9%

観光地としての魅力を高めることに集中すべき
生活の場としての魅力を高めることに集中すべき
観光地としての魅力を高めることと、生活の場としての魅力を高めることを両立すべき
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地域別まちづくりワークショップにおける町の課題

　本計画の策定にあたり、各地域において延べ13回にわたってワークショップを開催し、各地域の「特
性」や「課題」そして将来像への提言などの意見を「地域別構想」としてまとめていますが、町全体に関わ
る課題等の意見もいただいており、以下の10の分野ごとにまとめました。

地域別まちづくりワークショップにおける町全体に関わる課題等

● ‌�河川の水質浄化向上
● ‌�自然環境や生態系の保全と有害鳥獣の対策
● ‌�有害鳥獣の対策
● ‌�自然資源などの活用

自
然
環
境

● ‌�若年層の定住促進
● ‌�若年層向け住宅の供給
● ‌�空き家の利活用
● ‌�子育て環境の形成
● ‌�生活必需店舗など（生鮮食料等）の確保

土
地
利
用
等

● ‌�歩行者、観光客の安全確保のための歩道整備
● ‌�駐車場の整備
● ‌�渋滞の緩和
● ‌�バスなど公共交通機関の利便性の向上
● ‌�狭あい道路対策
● ‌�適切な道路維持管理

交
通

● ‌�現有公園、広場の有効活用
● ‌�遊具の設置
● ‌�ポケットパーク*1の整備
● ‌�散策路の整備

公
園
・
緑
地

● ‌�継続した公共下水道の整備
● ‌�湖沼、河川の浄化
● ‌�水道の安定供給

下
水
道
等

● ‌�子育て世代向け施設整備
● ‌�公共施設跡地の有効活用
● ‌�隣接地への公共施設整備
● ‌�利用料金の見直し（安価に）

公
共
施
設

● ‌�継続的な景観の保全と形成
● ‌�観光地としての清潔感のある景観形成
● ‌�道路や歩道も含めた美しい景観形成
● ‌�環境美化対策
● ‌�地域にふさわしい景観形成

景
観

● ‌�交通量の増加による交通安全対策
● ‌�災害に強いまちの形成
（建物の耐震化、観光客への対応など）

● ‌�避難路の確保
● ‌�緊急輸送路の確保
● ‌�空き家の防犯対策
● ‌�治安対策

防
災
・
防
犯

● ‌�自然、歴史、文化資源を生かした観光
● ‌�外国人観光客への対応
● ‌�快適な周遊ができる施設整備（徒歩環境の整備）
● ‌�観光につながるイベント開発
● ‌�広域的な観光発信と誘客
● ‌�観光資源の発掘
● ‌�リピーターの増進
● ‌�駐車場の確保
● ‌�街路灯の整備
● ‌�外国人に配慮した看板の設置

観
光

● ‌�地域コミュニティ力の形成
● ‌�生活サービスの確保
● ‌�若年層の流出防止
● ‌�教育、医療環境の向上
● ‌�子育てしやすい生活環境の向上
● ‌�自治会運営の確保
● ‌�多世代間、観光客などとの交流
● ‌�高齢者にやさしい生活空間の整備
● ‌�少子高齢化への対策
● ‌�医療体制の確保
● ‌�人口減少対策
● ‌�若者達が住み続けられる職場の確保
● ‌�老人が住みやすいまちづくり
● ‌�人にやさしいまちづくり
● ‌�地域の絆を大切にしたまちづくり
● ‌�住み続けたいまちづくり
● ‌�協働したまちづくり

地
域
そ
の
他

*1 ‌�ポケットパーク…街の一角などに設置される、小さい規模の公園。
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2 地域別まちづくり
ワークショップ提言事項

将来像　『清流と湯のまち　心あふれる箱根の玄関口』

湯本地域まちづくりワークショップメンバーの提言事項

土
地
利
用
等

● ‌�箱根全体の玄関口
● ‌�箱根の玄関口

地域の特性 地域の課題 地域の目指す方向

交
通

● ‌�温泉街を中心とする道路の狭小さ
● ‌�みやげ物街の道路の狭さ
● ‌�歩行者が危険
● ‌�坂道が多く、歩くのは不便
● ‌�通学路が危険・歩道の整備
● ‌�湯本駅前に車を停めない
● ‌�観光駐車場
● ‌�交通の量・交通渋滞などの問題、整
備（湯本駅前）

● ‌�箱根旧街道（箱根八里）の整備
● ‌�道路に穴が開いて、水が溜まる

土
地
利
用
等

● ‌�食料品のスーパーができると良い
● ‌�生活必需品の店舗をつくる
● ‌�総合病院を開設する
● ‌�子育てをやりやすい住宅を提供で
きる環境（安い土地と家賃）公

共
施
設

● ‌�役場が近い
● ‌�小学校までの教育施設等の環境は
整っている

交
通

公
園
・
緑
地

● ‌�早川散策道

自
然
環
境

● ‌�須雲川、早川河川がある
● ‌�水がおいしい
● ‌�水が豊富　二つの川
● ‌�須雲川の水
● ‌�早川散策道
● ‌�空気がきれい

観
光

● ‌�温泉街・湯本温泉・温泉豊富
● ‌�温泉があってうれしい
● ‌�みやげ物街
● ‌�寄木細工
● ‌�歴史遺産
● ‌�歴史的な物が多い（早雲寺、正眼寺等）
● ‌�初花滝

景
観

● ‌�箱根八里（旧街道）、石畳がある

地
域

● ‌�落ち葉の清掃等ボランティア精神
にあふれている

● ‌�とても良い人が多い
● ‌�お隣同士顔が分かりコミュニケー
ションがとれている

自
然
環
境

● ‌�早川河川の清流を生かすように

観
光

● ‌�観光施設の不足
● ‌�商店の営業時間
● ‌�商店街のシャッター化（閉店時間
が早い）

● ‌�街灯の整備
● ‌�河川散策道を早川沿いに
● ‌�須雲川の温泉引揚管の撤去および
整備

● ‌�増え続ける外国人への対応

地
域

● ‌�人口停滞　減少
● ‌�若年層の流出
● ‌�子どもが少なく学校規模が縮小し
てきている

● ‌�中学校の問題・中学校が遠い
● ‌�図書館の無い町
● ‌�食料品や日用品の買い物ができない
● ‌�車がないと買い物ができない
● ‌�上下水道の整備
● ‌�空き家の問題

公
共
施
設

● ‌�湯本地区に中学校があれば、子ど
もの流出を防げると思うので、中
学校が必要である

● ‌�中学校を再開する（湯本中学校の
再開）

● ‌�教育充実（公立中学校）

交
通

● ‌�適切な道路管理
● ‌�前田吊り橋の早期整備（自動車の
通れる道路）

● ‌�主要都市へ安価な交通費で行ける
ようなまち

下
水
道
・
環
境
衛
生

● ‌�早川河川を清流といえるように、
下水道を整備する

● ‌�須雲川の未使用温泉管の撤去等

観
光

● ‌�共同温泉施設整備
● ‌�函嶺洞門の遊歩道化の整備、利活用

防
災
・
防
犯

● ‌�犯罪の少ないまち
● ‌�みんな顔見知りのまち

地
域

● ‌�学校の2クラス化（児童増）
● ‌�眼科、耳鼻科等の誘致
● ‌�図書館のあるまち
● ‌�幼稚園や小学校、中学校、必要とす
る教育機関を近くにする

● ‌�人口の若い層の多い地域
● ‌�買い物のできる町（生鮮食料品や
日用食品）

● ‌�医療機関が近い

● ‌�箱根の玄関口として、鉄道・バス交
通の利便

● ‌�都心へのアクセスが良い（新宿方
面・小田原から東京方面など）

● ‌�人の流れが良い
● ‌�小田急の乗り入れ線が多く、小田
原へ出るにも近くて良い

策定検討委員会
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将来像　『近代日本の歴史が薫る　水と緑の温泉保養地』

温泉地域まちづくりワークショップメンバーの提言事項

公
共
施
設

● ‌�生涯学習、消防拠点がある
● ‌�有効活用できる遊休施設がある

地域の特性 地域の課題 地域の目指す方向

土
地
利
用
等

● ‌�空き家の増加
● ‌�空き家の雑草
● ‌�笑いと活気がない大平台

土
地
利
用
等

● ‌�空き家、空き地の有効活用を図る
（公園、道路）

交
通

● ‌�電車・バスの利便性が良い
● ‌�電車が通っている
● ‌�登山鉄道・沿線・駅がある

公
園
・
緑
地

● ‌�遊歩道を利用しながら散歩（花見）
ができる

自
然
環
境

● ‌�大平台の静寂
● ‌�大平台の水、桜、あじさい
● ‌�水の里
● ‌�しだれ桜など、桜がキレイ
● ‌�遊歩道を利用しながら散歩（花見）
ができる

● ‌�早川渓谷沿い
● ‌�千条の滝

観
光

● ‌�良質な温泉
● ‌�湯量豊富な姫の湯
● ‌�宮ノ下温泉
● ‌�自然を活用できる
● ‌�宮ノ下観光
● ‌�宮ノ下のレトロな雰囲気
● ‌�登山電車のスイッチバック、身近で
みれる踏切

● ‌�歴史的な建造物（富士屋ホテル）
● ‌�レジャー施設の小涌園
● ‌�大平台の低廉な宿
● ‌�自然を利用しながら歴史散歩できる

地
域

● ‌�大平台の人の和

交
通

● ‌�坂道が多い
● ‌�渋滞（逃げ道がない）
● ‌�大平台・宮ノ下の狭あいな生活道路
● ‌�浅間山歩道（山道）整備
● ‌�宮ノ下駅までの山道整備
● ‌�駐車場の確保
● ‌�歩道の整備
● ‌�坂や階段等でのバリアフリー対策
不足

● ‌�利便性の高い交通機関の検討

公
共
施
設

● ‌�旧温泉小学校の空き校舎を効果的
に利用する

交
通

● ‌�道路の拡幅整備（浅間山入口〜桜公
園〜宮ノ下駅）

● ‌�歩道の再整備（小涌谷〜宮ノ下駅、
宮ノ下駅〜浅間山）

● ‌�橋の整備（国道1号線〜久野林道）
● ‌�宮ノ下交差点の渋滞対策

自
然
環
境

● ‌�花に囲まれた街
● ‌�歩行空間を備えた既存公園の整備
と利活用

● ‌�大平台の花を中心とした景観形成

観
光

● ‌�観光客への共通パス！（登山、伊豆
箱根）

● ‌�観光客のゆかた姿があふれる

防
災
・
防
犯

● ‌�犯罪の少ないまち
● ‌�みんな顔見知りのまち
● ‌�路地文化を形成する狭あいな道路
の防災面での対策

● ‌�観光地にふさわしい夜間照明の整備

地
域

● ‌�子どもの姿がみえるまち
● ‌�温泉がみえる・触れることのでき
るまち

● ‌�老人を含め世代間の交流のあるまち
● ‌�3地域共通の温泉・水と花のまちづ
くり

● ‌�地区間協力したまちづくり（安心・
安全。心に残る住民生活。観光客へ
の受け入れ整備）

景
観

● ‌�宮ノ下のレトロな雰囲気
● ‌�あじさいやしだれ桜など

公
共
施
設

● ‌�公共の建物が少ない

公
園
・
緑
地

● ‌�公園等広場の不活用

自
然
環
境

● ‌�鳥獣被害（野良猫、イノシシ）

観
光

● ‌�温泉街の活性化
● ‌�施設の整備
● ‌�観光客用の駐車場
● ‌�旅館・保養所の閉鎖
● ‌�宿や商店の後継者不足
● ‌�観光客の誘客施設等
● ‌�外国人への対応（大平台）

防
災
・
防
犯

● ‌�大平台や宮ノ下の狭あいな生活道路

地
域

● ‌�人口減少
● ‌�少子化
● ‌�坂道が多く、年配者の散歩道が少ない
● ‌�移住者（特に外国人）との共存
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箱根町　第3次都市計画マスタープラン

将来像　『多彩な自然と豊かな泉質　心を満たす緑風の里』

宮城野地域まちづくりワークショップメンバーの提言事項

地域の特性 地域の課題 地域の目指す方向

土
地
利
用
等

● ‌�人口の増加を図るための町有地の
宅地利用

● ‌�宮城野地区の自然をより良い環境
に整備する

● ‌�宮城野地区の駐車場確保
● ‌�土地利用に係る規制緩和検討
● ‌�民間遊休地の有効利用
● ‌�平地の利用方法

交
通

● ‌�交通低料金化
● ‌�地域コミュニティバス等の整備
● ‌�渋滞対策（近道の整備等）
● ‌�路上駐車を無くす
● ‌�停車スペースの確保
● ‌�道が狭い為、バス等の小型化によ
る交通網の充実

公
園
・
緑
地

● ‌�散策路（観光客・町民）を整備、区
画整理する

● ‌�公園の整備（向山公園）
● ‌�花等の植えるようなポケットパー
クの整備

自
然
環
境

● ‌�自然資源の活用
● ‌�早川の白濁対策（大涌谷の硫黄等）

観
光

● ‌�強羅駅前の整備
● ‌�停車スペースの確保

景
観

● ‌�桜（宮城野）並木周辺のベンチ・ト
イレの改修

● ‌�早川の白濁対策（大涌谷の硫黄等）

防
災
・
防
犯

● ‌�防災（災害）時の避難・通路の明示
（看板）
● ‌�災害指定場所の明確化
● ‌�鳥獣被害の対策
● ‌�特に強羅地区の防災対策の強化に
よる町民と観光客の安全確保（防
災マップの作成等）

地
域

● ‌�医療の充実
● ‌�教育の充実
● ‌�人口減少への施策実施
● ‌�町の主要な課が出席する地域で話
しあう機会をつくる

土
地
利
用
等

● ‌�自然豊かな住環境 自
然
環
境

● ‌�地区間の高低差
● ‌�地区間が離れている（宮城野と強羅
二ノ平）

● ‌�桜・蛍等の自然資源の活用
● ‌�強羅地区は坂が多い
● ‌�自然の保全等の規制が厳しい

交
通

● ‌�交通のターミナル（強羅）
● ‌�観光の電車、ケーブル・ロープウェ
イなどさまざまな交通機関がある

自
然
環
境

● ‌�外輪山の紅葉
● ‌�名水めぐり・水がおいしい
● ‌�早川の蛍が素晴らしい
● ‌�あんずの里造り（花・4月見頃）
● ‌�早川堤の桜
● ‌�箱根中学校の春の桜と秋のいちょ
うが美しい

● ‌�温泉の種類が多い（強羅）

観
光

● ‌�観光客が多い
● ‌�飲食店が近くに何店もある
● ‌�登山電車を長く眺めることができる
● ‌�90年つづく大文字焼

景
観

● ‌�大文字山が正面、後ろに煙の出てい
る早雲山があるところ

● ‌�外輪山の紅葉
● ‌�児童公園にあるイチョウがとても
美しい

● ‌�箱根中学校の春の桜。秋のいちょ
うが美しい

● ‌�明星ヶ岳（大文字）が眺められて季
節を感じる

交
通

● ‌�駐車場が少ない
● ‌�公共交通施設の適正管理（施設の老
朽化等）

● ‌�交通環境の整備（バスの延伸）
● ‌�狭あいな道路により、地域間の回遊
性・交流性が減っている

観
光

● ‌�宮城野地区の観光の推進
● ‌�飲食店・商店が閉店に追い込まれ
ている

● ‌�観光駐車場の整備

景
観

● ‌�老朽建物等により景観を阻害して
いる

防
災
・
防
犯

● ‌�災害時の規制事由の明確化
● ‌�災害（雪・雨）による孤立化への対応
● ‌�電灯がなく、夜暗い所が多い

地
域

● ‌�若い世代、子どもが少ない
● ‌�地域社会に人が少なく運営が難し
い。自治会の役員を選出ができに
くい

● ‌�坂が多い
● ‌�車がないと生活できない
● ‌�医療が充実していない
● ‌�強羅・二ノ平から宮城野が遠い
● ‌�地区連携、交流の強化
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将来像　『四季の自然を楽しむ　いこいの高原リゾート』

仙石原地域まちづくりワークショップメンバーの提言事項

土
地
利
用
等

● ‌�箱根全体の玄関口
● ‌�地域の面積が広い
● ‌�平地が多い

地域の特性 地域の課題 地域の目指す方向

公
共
施
設

● ‌�学校がない（中学校等）
● ‌�大きな医療機関がない
● ‌�施設の老朽化（公衆トイレ等）

土
地
利
用
等

● ‌�若年層が住みやすいまち

公
共
施
設

● ‌�公共施設が近い
● ‌�公共料金が安い

交
通

● ‌�利便性の向上（買い物が楽）

自
然
環
境

● ‌�自然資源の創設（箱根マメザクラの
郷）

● ‌�継続的な自然環境の保全

防
災
・
防
犯

● ‌�治安がいいまち

観
光

● ‌�「すすき草原」の有料化を検討
● ‌�九頭竜神社に結びつく散策路の整備
● ‌�スポーツ合宿観光等の復活を検討
● ‌�サイクリングロードの整備

交
通

● ‌�東名高速（御殿場IC）に近い

公
園
・
緑
地

● ‌�早川散策道
● ‌�仙石原、公時公園

自
然
環
境

● ‌�すすき草原と湿原地帯
● ‌�登山客が多い（金時山）
● ‌�小川がありホタルがいる
● ‌�紅葉がきれい
● ‌�多様な自然環境が存在
● ‌�火山の中にまちがある
● ‌�早川の清流（ニジマス、青サギ、カ
モ）の水が澄んでいる

観
光

● ‌�湿生花園があり、すすき草原もあ
り、観光客も多い

● ‌�美術館等の観光施設が多く点在し
ている

● ‌�ゴルフ場が多い
● ‌�洋風・高原リゾート
● ‌�金太郎伝説がある公時神社がある

景
観

● ‌�ススキ草原を中心とした高原
● ‌�大涌谷

地
域

● ‌�人がやさしい（まとまりがある）
● ‌�公民館活動が盛んである
● ‌�町の中では人口が多い
● ‌�文化人の別荘、常住している方が多い

交
通

● ‌�歩道整備が不十分
● ‌�車が多い
● ‌�アクセスが複雑である
● ‌�連休に渋滞する
● ‌�雪が降ると通行止めになる
● ‌�適切な道路管理
● ‌�駐車場整備（すすき草原付近）
● ‌�県外等への道路網の整備（静岡県方
面）

自
然
環
境

● ‌�適正な土地利用（自然保全と開発の
バランス、規制緩和）

● ‌�適正な自然環境の保全（湿原等）
● ‌�猪など有害鳥獣対策
● ‌�すすき道の有料化
● ‌�自然資源の活用
● ‌�河川の浄化促進

観
光

● ‌�商店街の活性化
● ‌�地元商店、飲食店等の育成
● ‌�観光資源の有効活用（すすき草原等）
● ‌�観光ルートの見直し
● ‌�町民の意識が観光地であることに
希薄

地
域

● ‌�空き家が増えている
● ‌�ガソリンスタンドがない
● ‌�コンビニエンスストアが多い
● ‌�高齢者が多い
● ‌�若者が少ない
● ‌�年代を超えての協働が必要
● ‌�ドキドキ感がない
● ‌�公共料金が高い（上下水道料金等）
● ‌�教育環境の整備（家庭教育含む）

景
観

● ‌�景観に配慮したきれいなまち

地
域

● ‌�便利な生活ができるまち
● ‌�なごやかで、笑いのたえないまち
● ‌�誰にもやさしいまち
● ‌�医療、介護体制の充実
● ‌�まちづくりリーダーの育成
● ‌�効果的なイベント、事業の実施
● ‌�子どもたちが地域にとどまれる施
策検討
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箱根町　第3次都市計画マスタープラン

将来像　『歴史と伝統文化が息づく　湖畔の交流空間』

箱根地域まちづくりワークショップメンバーの提言事項

地域の特性 地域の課題 地域の目指す方向

土
地
利
用
等

● ‌�生活しやすいまちづくり（商店誘
致、交通利便性向上、教育環境整備
等）

● ‌�土地利用規制等の見直し

土
地
利
用
等

● ‌�歴史的施設が多い

土
地
利
用
等

● ‌�廃屋が多く危険、きたない
● ‌�ゴミ処理場　埋立地の確保
● ‌�子どもの遊ぶ施設がない

公
園
・
緑
地

● ‌�恩賜公園の四季（日本の史跡公園
100選、富士のみえる公園100選、
神奈川の公園50選）

自
然
環
境

● ‌�芦ノ湖
● ‌�桜が美しい
● ‌�箱根バラや岩タバコなどの高山植
物が多い

観
光

● ‌�旧東海道箱根八里の主要な宿場で、
歩行観光の人が多い

● ‌�海賊船・双胴船など観光船の基地
があり、人の交流が多い

● ‌�外国人が安心して訪問できる場所
として評判が高い

● ‌�観光施設の多さ
● ‌�箱根駅伝のゴール
● ‌�芦ノ湖でのレジャー
● ‌�杉並木、石畳、関所、旧街道、箱根神
社など歴史的な文化遺産

● ‌�お玉ヶ池・精進池の歴史や四季
● ‌�箱根神社お祭り、箱根神社宝物殿、
成川美術館など

● ‌�駒ケ岳などの自然環境
● ‌�わかさぎ
● ‌�芦ノ湖の、逆さ富士の美しさ
● ‌�石仏群

景
観

● ‌�芦ノ湖周辺の景観
● ‌�歴史的な芦ノ湖と富士山
● ‌�文化遺産が織りなす景観
● ‌�雪の影色

防
災
・
防
犯

● ‌�外国人が安心して、訪問できる場所
として評判が高い

地
域

● ‌�人の交流が多い

公
共
施
設

● ‌�施設等の有効活用

交
通

● ‌�狭あい道路の整備（箱1号線等）
● ‌�道路・歩道の雑草の多さ
● ‌�交通渋滞解消（国道1号等）
● ‌�交通利便性向上（バス停の統一化）
● ‌�歩道整備（箱根・芦川入口〜箱根峠）

公
園
・
緑
地

● ‌�公園施設の充実（やすらぎの森に花
畑）

自
然
破
壊

● ‌�湖畔（湖水）のゴミ対策
● ‌�花木・紅葉樹の植栽

観
光

● ‌�駐車場の絶対数が足りない
● ‌�湖畔駐車場の無料化
● ‌�観光客の滞留時間の短さ
● ‌�観光客へのやさしい案内（チラシ・
看板）

● ‌�外国人向けの表示
● ‌�外国人が歩いて回遊する　やさし
く案内できるような方法

● ‌�祭りイベント・土産品の開発など
● ‌�三島・関西方面からの誘客　箱根
神社関所↔︎三島大社

● ‌�サイクリングコース整備

景
観

● ‌�関所にあった景観づくり
● ‌�廃屋対策
● ‌�道路や歩道の雑草の多さ
● ‌�交通渋滞が原因となる景観の悪化

防
災
・
防
犯

● ‌�廃屋が多い
● ‌�自然災害への不安
● ‌�凍雪害対策
● ‌�イノシシの駆除

地
域

● ‌�未病いやしの里の確立
● ‌�地域の主体的なまちづくりの推進
● ‌�人口の減少
● ‌�少子化、高齢化に向けての対策

交
通

● ‌�観光客駐車場の整備
● ‌�道路の適正管理（沿道の草や木の
伐採）

● ‌�交通規制検討（バスの一方通行化）

公
園
・
緑
地

● ‌�公園施設の有効活用

自
然
環
境

● ‌�芦ノ湖周辺の自然環境の保全
● ‌�自然環境の創設（樹木の植栽等）

観
光

● ‌�観光客駐車場の整備
● ‌�自然・歴史・文化資源を活用して、
育て、発掘して、観光に生かす工夫
をする

● ‌�体験型観光の創設
● ‌�観光客が繰り返し訪れるまち
● ‌�箱根の名産品をつくる
● ‌�歴史遺産と文化遺産を活用する
● ‌�もてなしの心をもった観光地
● ‌�未病関係の検討

景
観

● ‌�積極的に景観施策を展開する
● ‌�施設間の動線を配慮する

地
域

● ‌�高齢者が住みやすいまち
● ‌�若者達が住み続けられるまち（雇
用、住まい）

● ‌�観光客、町民にやさしいまち
● ‌�春夏秋冬、朝昼夕、芦ノ湖・富士・
森　美しくて、住みたいまち

● ‌�地域の絆を大切にして、次の世代
も地域に住み続けたいまち

● ‌�歴史を大切にするとともに、新し
く歴史をつくるまち

● ‌�協働したまちづくり（施策の検証）



1 町民アンケートでのおもい

①�定住意向は約50％の町民が「住み続けたい」と
回答しています。

②�優先度の高いまちづくり施策は、「高齢者福祉
の充実」、「社会保障の充実」、「地域医療体制の
充実」、「子育て支援の充実」、「学校教育の充
実」、「子育てと仕事を両立できる環境づくり」、
「道路の整備」、「交通機関の利便性の向上」、「防
災体制の充実」となっています。
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2 地域別まちづくりワークショップ
提言事項

　「箱根町第6次総合計画」策定時に行われた町民アンケートを踏まえ、町民の定住意向や分野別のまち
づくりの優先度などについてまとめています。
　また、地域別まちづくりワークショップで協議した各地域の課題や地域の特性・課題・目指す方向な
どの提言事項についてもまとめています。

　湯本、温泉、宮城野、仙石原、箱根の各地域にお
いてまちづくりワークショップを開催し、「地域
の特性」や「地域の課題」の抽出から「地域の目指
す方向」の検討を行い、「将来像」としてまとめ、
ワークショップの提言事項などを地域別構想の
策定につなげました。

第6章のまとめ


